
　

今
年
一
年
の
防
火
、
防
災
を
願

い
、
町
消
防
出
初
め
式
（
宮
脇
光

男
団
長
）
が
、
１
月
４
日
、
黒
坂

小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
梅
林
町
長
が
「
昨
年

は
、
消
防
団
の
活
躍
に
よ
り
大
き

な
災
害
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
今
後
も
ま
ち
の
幸

せ
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
宮
脇
団
長
が
「
こ
れ
か

ら
も
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を

し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
き
た
い
。

今
年
は
日
野
町
の
名
前
で
出
場
で

き
る
最
後
の
全
国
操
法
大
会
の
年
。

各
分
団
と
も
総
力
を
あ
げ
て
全
国

大
会
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
て
ほ
し

い
」
と
新
年
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
後
は
、
町
公
民
館
前
ま
で
団

長
を
先
頭
に
団
員
、
ポ
ン
プ
車
な

ど
６
台
が
参
加
し
、
分
列
行
進
が

整
然
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
に
移

動
し
、
日
野
川
に
向
け
て
一
斉
放

水
を
行
い
、
今
年
一
年
の
防
災
を

誓
い
ま
し
た
。

　　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

次
の
方
で
す
。（
敬
称
略
）

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
町
長
表
彰
】

　

年
勤
続
＝
西
村
和
行
▽
９
年

20勤
続
＝
小
川
直
生
、
新
田
裕
介

▽
６
年
勤
続
＝
佐
野
精
彦
▽
３

年
勤
続
＝
奥
田
研
二
、
山
田
勝

則
、
上
妻
裕
二
、
伊
田
達
彦

【
県
知
事
表
彰
】

功
績
章
＝
長
尾
守
、
大
原
保
、

高
橋
八
郎

【
団
長
表
彰
】

山
川
洋
介
、
佐
々
木
幸
人
、
宮

脇
慎
治
、
西
村
敏
幸
、
矢
田
貝

智
章
、
小
谷
勉

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
続
章
＝
安
達
幸
博
、
廣
川
光

保
、
佐
々
木
吉
弘

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

功
績
章
＝
後
藤
一
則

　

勤
続
章
＝
西
村
和
行

【
県
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章
＝
佐
々
木
信
也
、
小
谷

晋
▽
勤
続
章
＝
坂
越
政
宏
、
田

辺
正
男
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都
会
に
住
む
人
た
ち
に
、
ふ
る

さ
と
の
特
産
品
を
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
、　

月　

日
、
ニ
コ
ニ
コ

12

23

朝
市
グ
ル
ー
プ（
遠
藤
初
枝
代
表
）

が
、
ま
ち
の
特
産
品
が
詰
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
便
」
を
全
国
へ
発
送

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
会
員　

人
が
集

17

ま
り
、
も
ち
、
米
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

な
ど
会
員
ら
が
心
を
込
め
て
作
っ

た
品
物
を
箱
に
詰
め
ま
し
た
。

　

遠
藤
初
枝
さ
ん
（
榎
市
）
は

「
ふ
る
さ
と
便
は
会
員
が
心
を
込

め
た
こ
だ
わ
り
の
味
。
全
国
各
地

に
日
野
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
便
は
、
今
回
で　

年
10

目
を
迎
え
、
当
初　

個
だ
っ
た
注

30

文
も
、
今
で
は
２
百
個
を
超
え
る

人
気
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の

　

味
と
心
を
送
る

ふ
る
さ
と
便
を
全
国
へ
発
送

                      
新
春
を
飾
る
町
消
防
出
初
め
式

日野川に向かって一斉放水する町消防団員ら

功績のあった団員が表彰される

まちの特産品をつめる


